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委 員 会 会 議 録 

（社）滋賀県トラック協会 

会 議 名 平成２３年度 第２回「トラックの日」の事業実行委員会 

開催日時 平成２３年６月３日（金） １３：３０～１５：００ 

開催場所 滋賀県トラック総合会館 ３Ｆ「会議室」 

出 席 者 委員７名、事務局５名 

 
協   議   内   容 

 
定刻に開会しようとしたが、欠席者が多いことに異論が出され、本会議を予定どおり開会す

るかどうかについて協議することとなり、結果、時間を割いて出席したのに後日改めてという

のもどうかとする意見もあり、報告事項を中心として開催することとなり、薩摩実行委員長の

挨拶の後、議事に入った。 
 

（１）エコ・セーフティドライブコンテストの反省について 
 

松村部会長と事務局より資料１に基づく説明と反省点について説明があった。要旨は

以下のとおり。 
 開会式に遅れがあった。今後は時間配分もしっかり検討したい。 
 役割毎の打ち合わせがしっかり出来ていなかった。 
 ポールやコーンの接触について判断基準の確認と徹底。 
 低公害車の展示には多くの人が見に来ていた。 
 セーフティでは一旦停止後の多段階発進ができていない事や左折巻き込み防止、

駐車時のギヤー位置等で減点者が多かった。 
 選手に対してセーフティのコースの事前説明（主な減点対象）等を徹底してもら

う。 
 次年度は５月１３日及び２０日が空いていたので仮予約している。（その後協議の

結果５月１３日（日）に開催する方向で進めることとなった。 
 
続いて以下の意見が出された。 

 学科や実科の解答説明や減点対象がわかるようにできないか。（今回は学科終了後

に解答の説明書を手渡したが、逆に選手個人が答え合わせの結果、マイスターの

基準に達しないことがわかってしまい、モチベーションが下がったという参加選

手からの意見があり、今後は閉会時に行うよう配慮したい。） 
 多段階発進など、普段の乗務員への教育指導ではそこまで出来ていない事業者は

多いと思う。もっとオープンにしていくべき。例えばマイスター認定への取り組
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みとしてクレフィールの所長に確認ポイント等の解説を作成していただきホーム

ページ等に掲載してはどうか。 
 広報用の腕章があったほうが良い。 
 運営スタッフである旨の表示が必要。 
 選手宣誓は紙に書いた物を堂々と広げて読めるような物にして、宣誓後、会長に

渡すようにしてはどうか。宣誓する選手が大変そうだった。 
 個人情報保護の問題もあるが成績発表の方法を再度検討すべき。 

  
（２）広報について 
 

中西部会長と事務局より資料２に基づき説明。要旨は以下の通り。 
 ６月１日に部会を開催し、ＢＢＣでのテレビ放送内容について協議した。 
 番組のメインを輸送実態にスポットを当てる。予定では滋賀県から被災地へ仮設

住宅用資材を実際に輸送する様子をテレビカメラで収録し、広く県民にポイント

を紹介する。収録には協会の車も同行する。 
 岡田会長へのインタビュー収録は事故防止総決起大会当日に行う。また、協会の

様々な取組み等についても紹介していく。 
 ミニコーナー（ＣＭ的位置付け）では、緑と白ナンバーの違いや１０㌧トラック

にはこれだけの荷物が積めると解るような映像を予定。 
 番組への意見収集を目的に視聴者プレゼントを行う。応募方法はハガキとＥメー

ルで景品は１０００円程度のものを当選１００名で検討。 
 番組再放送を１０月１５日（土）１３時頃から予定。 
 番組内容をＤＶＤに焼き増しし、全国のトラック協会や物流セミナー参加者、滋

賀県や県選出の国会議員及び各政党本部等に配布する。 
 エコ・セーフティのクイズ応募結果と寄せられた意見について。 

 
（３）ぐるっと・びわ湖クリーンアップについて 

 
下司部会長より資料に基づき説明。 
次回実行委員会までに部会を開催する予定。 
 
 
 
 

 次回委員会開催日については本日の会議出席状況の事もあるので、６月１５日の理事会にお

いて日程調整することとなった。 
 
    

 


